
九
月
定
例
議
会
報
告 

（続
報
） 

 

「障
害
者
自
立
支
援
法
」・・・ 

実
態
を
無
視
し
た
「利
用
者
一
割
負
担
」を
改
め
よ 

市
独
自
で
利
用
者
負
担
の
軽
減
策
を
！ 

『
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
』
を 

全
会
一
致
で
採
択
―
―
― 

  

民
生
常
任
委
員
会(

広
瀬
憲
一
委
員
長)
は
、
付
託
と

な
っ
て
い
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
本
格
施
行
に
伴

う
「
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」
の
審

議
を
行
い
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
が
、
実
費
負

担
等
、
新
た
な
利
用
者
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら

「
施
設
か
ら
の
退
所
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
控
え
が
起

き
て
い
る
」
と
指
摘
「市
独
自
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
措

置
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
」
と
の
『
附
帯
意
見
』
が
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。  

 

ま
た
、
定
例
議
会
最
終
日
の
二
十
五
日
に
は
、
「
障

害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」が
、

民
生
常
任
委
員
全
員
の
賛
成
で
、
広
瀬
委
員
長
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
衆
参
両
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣･

労
働
厚
生
大
臣
宛
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。 

意
見
書
は
、
政
府
に
対
し
て
ー
、 

①
利
用
者
一
割
負
担
の
「
応
益
負
担
」を
改
め
、
利
用
者
負
担
の
軽
減 

を
大
幅
に
拡
充
す
べ
き
。 

② 

通
所
施
設
利
用
者
に
対
す
る
利
用
者
負
担
は
撤
回
す
べ
き
。 

③ 

施
設･

事
業
所
に
対
す
る
報
酬
を
抜
本
的
に
改
善
。 

④ 

「障
害
程
度
区
分
」の
見
直
し
を
行
う
こ
と 

⑤
実
情
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
可
能
な
報
酬
に
見
直
す
。 

な
ど
求
め
て
い
ま
す
。 

 

「
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
」
に
日
本
共
産
党
議
員
団
は
反
対 

今
回
の
条
例
提
案
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
を
十
月
か
ら
本
格
施
行
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
す
で
に
四
月
か
ら
、
原
則
一
割
の
応
益
負
担
が
導
入

さ
れ
、
大
幅
な
利
用
者
負
担
増
に
よ
る
施
設
か
ら
の
撤
退
や
報
酬
の
激
減

に
よ
る
施
設
経
営
の
悪
化
な
ど
深
刻
な
問
題
点
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。 

 

〔
日
本
共
産
党
議
員
団 

西
本
議
員
の
反
対
討
論
要
旨
〕 

こ
れ
ま
で
通
所
施
設
の
利
用
料
は
、
９
割
を
超
え
る
人
が
無
料
だ
っ
た
が
、

今
回
、
給
食
代
を
含
む
利
用
料
は
１
〜
３
万
円
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
入

所
施
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
多
く
の
人
が
利
用
料
を
払
っ
て
い
る
が
、
今
回

の
調
査
で
１
〜
３
万
円
の
負
担
増
に
な
っ
て
お
り
、
身
体
・
知
的
通
所
施
設

で
は
、
９
８
％
の
人
が
負
担
増
に
な
っ
て
い
る
。 

利
用
料
が
無
料
か
ら
１
〜
２
万
円
未
満
の
負
担
に
な
っ
た
人
が
約
半
数

（
４
９
．
４
％
）
を
し
め
、
２
〜
３
万
円
未
満
が
２
５
．
６
％
、
一
万
円
未
満
が

１
８
．
７
％
な
ど
過
酷
な
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
だ
。 

い
ま
必
要
な
こ
と
は
、
国
に
応
益
負
担
の
撤
廃
を
求
め
つ
つ
、
低
所
得
者

世
帯
ば
か
り
で
な
く
、
国
の
減
免
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
る
「
一
般
世
帯
」

（
市
町
村
民
税
課
税
世
帯
）
を
含
め
た
、
自
治
体
の
き
め
細
や
か
な
独
自
軽

減
策
を
つ
く
り
広
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。 

○ 

せ
め
て
「一
時
預
か
り
」は
無
料
化
を
・・・ 

市
内
Ｊ
Ｒ
駅
の
す
べ
て
に
駐
車
場
を
整
備
・
有
料
化 

「
丹
波
市
営
駐
車
場
条
例
の
改
正
」
問
題 

 
 

 

今
回
、
丹
波
竹
田
駅
前
に
駐
車
場
が
新
設
さ
れ
、
月
極
と
一
時
預
か
り
、

料
金
を
設
定
、
ま
た
、
黒
井
駅
前
月
極
、
柏
原
西
の
月
極
、
石
生
駅
西
の
月

極
お
よ
び
、
市
島
駅
前
の
月
極
の
駐
車
場
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
そ
の
料
金

を
設
定
し
た
も
の
で
す
。 

〔
日
本
共
産
党
議
員
団 

広
瀬
議
員
の
反
対
討
論
要
旨
〕
、 

第
①
に
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
市
内
７
駅
す
べ
て
に
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
は
評
価
し
た
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
駅
前
駐
車
場
が
「
有

料
化
」
に
な
っ
た
こ
と
。
当
局
は
「
市
民
生
活
の
利
便
性
と
Ｊ
Ｒ
の
利
用
増
進

を
図
る
」
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の
措
置
は
、
「利
用
増
進
」に
逆
行
す
る
。 

 

第
②
に
、
こ
れ
ま
で
「
Ｊ
Ｒ
利
用
増
進
」の
立
場
か
ら
、
「
一
時
預
か
り
駐
車

場
」
に
つ
い
て
「
無
料
化
」の
議
論
が
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
せ
め
て
無
料
化
の

提
案
を
す
べ
き
。 

第
③
に
、
１
７
年
度
決
算
で
も
、
現
在
の
月
極
駐
車
場
収
容
台
数
１
２
０

台
の
う
ち
月
平
均
利
用
台
数
７
４
台
と
な
っ
て
お
り
区
画
あ
た
り
の
利
用

台
数
は
、
０
．
６
２
台
で
、
か
な
り
低
い
数
字
で
あ
る
。
月
極
駐
車
場
の
建
設

と
設
置
に
あ
た
り
そ
の
需
要
予
測
（見
込
み
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

 

市
水
道
料
金
の
統
一
問
題 

 

三
段
階
で
２
０
１
１
年
度
統
一
へ
・
・
・
・
氷
上
・

山
南
・
市
島
地
域
な
ど
値
上
げ
に 

基
本
料
金
は 

１
３
３
０
円
（
５
㎥
） 

超
過
料
金
１
７
７
円
（
㎥
当
り
） 

  

懸
案
だ
っ
た
市
水
道
の
料
金
統
一
は
、
＊
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
（
水
道
施
設
統
廃
合
整
備
計
画
）
と
そ
の
財
政
計

画
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
、
市
の
水
道
事
業
運
営
審
議

会
で
協
議
、
答
申
さ
れ
、
九
月
定
例
議
会
に
提
案
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
内
容
は
、
１
３
㎜
の
口
径
で
基
本
料
金
５
㎥
・
１
３

３
０
円
・
超
過
料
金
１
７
７
円
と
す
る
も
の
で
、
実
施
は
、

５
年
後
の
２
０
１
１
年
度
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
２
０
０

７
年
度
と
２
０
０
９
年
度
に
段
階
的
調
整
料
金
を
経
て

２
０
１
１
年
度
に
、
こ
の
統
一
料
金
体
系
に
な
り
ま

す
。 

 

（
裏
面
に
続
く) 

市営駐車場名称 料 金（円） 

柏原中央 

（商工会館横） 
月極３,５００ 

柏原駅東 月極４,０００ 

柏原駅前一時 一時５００ 

柏原駅西 月極３,０００  一時３００ 

石生駅西 月極３,０００  一時３００ 

黒井駅前 一時３００ 

黒井駅前月極 月極３,０００ 

谷川駅前 一時５００ 

下滝駅前 月極３,０００  一時３００ 

市島駅前 月極３,０００  一時３００ 

丹波竹田駅前 月極３,０００  一時３００ 

市内各ＪＲ駅前等駐車場と料金 



こ
れ
を
、
実
際
の
水
量
で
算
定
す
る
と
、
別
表
の
よ
う
に
、
氷
上
・
山
南
・
市

島
で
３
７
３
円
〜
１
、
１
４
５
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
料

金
体
系
は
、
施
設
整
備
完
了
後
の
２
０
１
６
年
以
降
に
も
、
「見
直
し
に
よ
る

再
改
定
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
の
広
瀬
議
員
の
反
対
討
論
要
旨 

＊ 

市
内
統
一
料
金
体
系
は
必
要
だ
が
、
氷
上
な
ど
旧
町

で
長
年
、
政
策
的
に
料
金
を
低
く
抑
え
て
き
た
経
緯

も
あ
り
、
充
分
な
配
慮
が
必
要
。 

＊ 

五
年
間
の
短
期
に
、
三
段
階
の
統
一
料
金
は
、
地
域
に

よ
っ
て
は
大
幅
に
上
が
り
、
市
民
に
不
安
を
与
え
て
い

る
。 

＊ 

経
過
措
置
を
と
る
な
ら
、
十
年
位
の
余
裕
を
見
て
、

弾
力
的
で
な
だ
ら
か
な
統
一
料
金
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

＊ 

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
整
備
計
画
）
は
、
約
１
７
５
億
円
の
大

事
業
で
、
市
民
の
理
解
が
必
要
だ
。
こ
れ
で
は
、
理
解

が
得
ら
れ
な
い
。 

な
ど
主
張
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
条
例
改
正
案
に
は
、
日
本
共
産
党
議
員

団
二
人
と
市
民
ク
ラ
ブ
の
四
人
の
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
。 

 

解
説 

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
＝ 

国
の
認
可
を
受
け
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
２

０
１
５
年
度
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
市
の
「
水
道
施
設
統
廃
合
整
備
計
画
」

で
、
「
安
心
・
安
定
・持
続
・
環
境
」
の
四
つ
の
基
本
方
針
に
よ
り
、
水
需
要
に

見
合
う
施
設
能
力
を
設
定
し
、
施
設
機
能
の
集
約
化
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
非

常
時
の
機
能
確
保
な
ど
、
２
０
１
５
年
度
ま
で
に
、
３
２
系
統
あ
る
浄
水
場

を
三
分
の
一
以
下
の
１
０
系
統
に
統
廃
合
す
る
計
画
。
総
事
業
費
は
、
約

１
７
５
億
円
で
、
そ
の
二
分
の
一
を
一
般
会
計
か
ら
合
併
特
例
債
で
出
資

す
る
計
画
で
す
。
（
旧
春
日
地
域
は
、
す
べ
て
青
垣
浄
水
場
・
氷
上
浄
水
場

の
２
系
統
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
） 

  
 

                           

  
 

  

県
立
柏
原
病
院
や
日
赤
柏
原
病
院
の
深
刻
な
医
師
不
足
で
、「
重
病
や

救
急
の
と
き
に
大
丈
夫
な
の
か
」
と
か
「
外
来
で
も
診
て
も
ら
え
な
い

の
で
は
」
な
ど
市
民
の
中
で
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

実
際
に
、
市
消
防
本
部
の
今
年
上
半
期
の
救
急
搬
送
の
実
績
か
ら
み

て
も
、
救
急
患
者
の
搬
送
が
丹
波
市
外
の
病
院
へ
増
え
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
四
月
か
ら
今
年
十
月
ま
で
に
県
立
柏
原
病
院
で
十
名
減
り
、
三

十
一
名
体
制
に
、
と
く
に
内
科
医
は
十
名
か
ら
五
名
に
半
減
し
ま
し
た
、。

ま
た
日
赤
柏
原
病
院
で
も
四
名
減
り
十
二
名
体
制
に
な
り
、
外
科
医
は

ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
一
年
半
年
間
に
両
病
院
で
一
挙
に

十
四
名
の
医
師
が
退
職
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
医
師
の
勤
務
も
過

労
状
態
に
な
り
、
充
分
な
対
応
が
で
き
な
い
の
は
明
ら
か
で
す
。 

 

国
は
医
療
抑
制
の
た
め
に
医
学
部
定
員
制
限
を
や
め
よ 

 

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
の
小
山
田
恵
会
長
（
医
師
）
は
、「
全
国
で

医
師
は
、
六
万
一
千
人
不
足
し
て
い
る
。
大
学
医
学
部
定
員
を
増
や
さ

な
く
て
は
解
決
し
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
共
産
党
政

策
委
員
長
の
小
池
晃
参
議
院
議
員
（
医
師
）
も
「
医
療
費
抑
制
の
た
め

に
医
師
養
成
の
医
学
部
定
員
を
制
限
し
て
い
る
政
府
の
責
任
は
重
大
。

そ
の
上
に
も
と
も
と
、
医
師
が
不
足
し
て
い
る
の
に
、
政
府
の
政
策
で

二
年
間
の
臨
床
研
修
医
制
度
を
義
務
付
け
た
た
め
に
、
急
激
な
公
立
病

院
の
医
師
不
足
が
発
生
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、
県
は
、「
医
療
確
保
対
策
推
進
本
部
」
を

設
置
し
、
県
民
局
単
位
で
「
地
域
医
療
確
保
対
策
圏
域
会
議
」
を
県
民

局
長
や
市
長
、
医
師
会
長
、
病
院
長
な
ど
で
組
織
、
丹
波
市
も
内
部
で 

「
地
域
医
療
緊
急
対
策
会
議
」(
議
長
＝
市
長)

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

九
月
議
会
の
代
表
・
一
般
質
問
に
こ
た
え
て
、
辻
市
長
は
「
県
や
日

赤
に
医
師
確
保
を
要
請
し
て
い
る
が
、
市
で
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き

る
か
検
討
し
て
、
全
力
を
あ
げ
る
」「
例
え
ば
、
丹
波
市
出
身
の
医
師
名

簿
を
県
に
提
出
し
て
い
く
こ
と
」
な
ど
当
面
の
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

「
県
立
柏
原
病
院
や
日
赤
柏
原
病
院
を
つ
ぶ
す
な
」
「
医
師

確
保
で
地
域
医
療
を
守
れ
」
の
声
を
大
き
く
し
よ
う
・
・・ 

 

こ
の
８
月
か
ら
兵
庫
医
科
大
学
篠
山
病
院
と
県
立
柏
原
病
院
、
柏
原

日
赤
病
院
、
近
隣
市
の
病
院
の
協
力
で
、
「
小
児
の
夜
間
・
休
日
救
急
」

の
当
番
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
国
や
県
の
方
向
は
、「
医
療
の
確
保
」
と
し
て
「
病
院
機
能

の
重
点
化
・
集
約
化
」
を
推
進
し
、
当
面
、
少
な
い
医
師
を
「
当
番
制
」

で
や
り
く
り
し
な
が
ら
、
こ
の
機
会
に
、
病
院
の
統
廃
合
を
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

い
ま
、
「
丹
波
市
７
万
人
の
人

口
で
は
、
中
核
病
院
一
つ
あ
れ
ば

よ
い
」
と
か
「
県
立
柏
原
病
院
や

日
赤
柏
原
病
院
を
経
営
統
合
す
べ

き
」
な
ど
の
議
論
が
出
て
い
ま
す

が
、
国
や
県
、
市
に
対
し
て
「
県

立
や
日
赤
病
院
を
つ
ぶ
す
な
」
そ

し
て
、「
医
師
確
保
に
全
力
を
あ
げ
、

地
域
医
療
を
守
れ
」
の
市
民
の
運

動
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

旧地域別   

現新料金体系 
柏原 氷上 青垣 春日 山南１ 山南２ 市島 

現行 4,341 2,840 4,200 4,074 3,612 3,045 3,480 

第一段階 

（2007年度） 
4,275 2,962 4,167 4,010 3,718 3,118 3,601 

第二段階 

（2009年度） 
4,235 3,158 4,016 4,002 3,848 3,393 3,764 

第三段階 

（2011年度） 
3,985 3,985 3,985 3,985 3,985 3,985 3,985 

差額 △356 1,145 △215 △89 373 940 505 

（別表）市水道部試算表より 
水道料金改定前後比較表 （13㎜口径で 20㎥使用水量  単位円／月） 

一
年
半
で
１
４
名
の
医
師
が
退
職
！ 

柏
原
病
院
や
日
赤
柏
原
な
ど
医
師
不
足
が
深
刻 

 



 

９
月
議
会
に
お
い
て
、 

全
会
一
致
等
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案 

 

＊ 

人
権
擁
護
委
員
、
林 

学
道
氏
。
（
山
南
町
井
原 

再
任
） 

＊ 

宅
地
造
成
特
別
会
計
を
廃
止
。
（
青
垣
の
宅
地
分
譲
団
地
は
、
一
般

会
計
に
よ
り
定
住
促
進
対
策
を
展
開
） 

＊ 

「
地
域
づ
く
り
基
金
」
条
例
の
制
定
。
（
「
地
域
づ
く
り
」
活
動
の
推
進

を
図
る
た
め
の
支
援
） 

＊ 

「
食
育
推
進
会
議
設
置
」
条
例
の
制
定
。
（
食
育
基
本
法
に
よ
り
市
の

食
育
推
進
会
議
を
設
置
） 

＊ 

「
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
委
員
会
設
置
」
条
例
の
制
定
。
（
「
ま

ち
づ
く
り
計
画
」に
よ
る
建
設
用
地
の
選
定
及
び
新
施
設
の
規
模
等

に
つ
い
て
諮
問
に
よ
り
審
議
） 

＊ 

「
市
営
自
転
車
等
駐
輪
場
」
条
例
の
改
正
。
（
丹
波
竹
田
駅
の
新
設
分

を
追
加
。
） 

＊ 

消
防
団
条
例
の
改
正
。
（
氷
上
支
団
組
織
改
革
で
団
員
数
６
２
名
減

少
） 

＊ 

ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
委
託
変
更
契
約
の
締
結
。
（
県
と
の

委
託
契
約
で
４
，
２
９
１
万
５
千
円
の
追
加
変
更
） 

＊ 

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て
。
（
北
中
自
治
会
と
の
土
地
所
有
権
確
認

請
求
事
件
で
自
治
会
の
所
有
権
な
し
、
市
は
５
０
万
円
支
払
う
和

解
） 

＊ 

一
級
河
川
加
古
川
基
幹
河
川
改
修
事
業
（
中
川
原
橋
改
築
）
委
託
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
。
（
県
と
２
２
６
，
６
１
９
千
円
の
委
託
契
約
で
、

取
付
け
道
路
と
護
岸
・旧
橋
撤
去
工
） 

＊ 

福
祉
医
療
費
助
成
条
例
の
改
正
。
（
老
人
医
療
低
所
得
者
の
判
定
基

準
の
６
５
万
円
を
引
き
続
き
適
用
さ
せ
る
た
め
） 

＊ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
。
（
７
０
歳
以
上
で
現
役
並
所
得
が
あ

る
人
は
２
割
か
ら
３
割
負
担
に
。
ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
の
給
付

を
３
０
万
円
か
ら
３
５
万
円
に
壁
上
げ
ら
れ
た
）
＝
共
産
党
議
員
団

（
二
名
）
は
、
老
人
医
療
の
２
割
か
ら
３
割
負
担
に
つ
い
て
反
対
。 

＊ 

公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の
適
切
な
労
働
条
件
の
確
保
等

に
関
す
る
意
見
書
。
（
兵
庫
県
土
建
一
般
労
組
か
ら
請
願
書
が
提
出

さ
れ
、
総
務
委
員
会
に
お
い
て
採
択
し
、
本
会
議
に
提
案
さ
れ
た
） 

  


